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大切な家族を２４時間見守る・さがせる 

「三次市高齢者等位置情報提供ツール導入事業」の実施について 
 

認知症対策は、共生社会の実現を推進するための認知症基本法（令和５年法律

第６５号）や国の認知症施策推進基本計画に基づき、「予防」と「共生」の２つの観点

から取組を進める必要があります。 

三次市では、三次市地域包括支援センターを認知症の相談を受ける中核として、

相談機能の強化や認知症の人を支える見守り体制の充実を図っています。その一

環として、認知症高齢者等の安全確保に寄与する支援ツールの整備に向けて、実証

実験を実施します。 

 

１ 実証実験の概要 

認知症等の症状により行方不明になるおそれのある高齢者等を在宅で介護す

る方または家族に GPS 端末を貸与し、ICT を活用した見守りサービスを提供する

ことで、行方不明時の早期発見、保護および事故防止を確かなものにし、高齢者

等の見守り体制を強化します。 

 

２ 対象（２５人程度） 

 ⑴ 対象者 

   三次市の住民基本台帳に登録されている概ね６５歳以上の在宅の方であって、

現に三次市に居住している、次のいずれかに当てはまる方 

 

  ① 認知症等の症状により過去に行方不明になり、警察への行方不明通報経験

がある方 

  ② 認知症高齢者の日常生活自立度（注）Ⅱa 以上または医師から認知症の診

断を受けている方 

 

    （注）「認知症高齢者の日常生活自立度」 

     認知症の進行に伴う日常生活の自立度を評価する指標であり、介護サービスの必

要性を判断するために用いられる指標で、意思疎通、見られる症状・行動に着目して、

日常生活の自立の程度を５区分に分けることで評価します。 

例えば、ランクⅡa は、たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理などそれまで

できたことにミスが目立つ等、「日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通

の困難さが多少見受けられても、誰かが注意していれば自立できる」という状態が家

庭外でみられる程度のことを言います。 

 



   

 

 ⑵ 申請者 

   対象者を現に介護している方またはその家族であって、次の要件のすべてに当

てはまる方 

 

  ① 週に１回以上は対象者の自宅に訪問して、ＧＰＳ端末の管理および充電等を

することができること 

  ② 申請者のスマートフォンを使用して、スマートフォン専用アプリからの見守り

通知を受信することができること 

 

３ スケジュール 

内容 時期 備考 

申込受付 ８月  

GPS 端末の貸与 ９月  

実証実験 ９月～令和８年３月  

GPS 端末の回収 令和８年３月 利用者アンケートを実施 

 

 

広島県三次市 

福祉保健部 高齢者福祉課 高齢者福祉係 （担当：山口・佐藤） 

TEL：０８２４-６２-６１４５ FAX：０８２４-６２-６２８５ 






